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公式ホームページ 
 

じどうかんにあそびにおいで～！ 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
児童館は、子ども達が自由に来館して遊ぶことができます。 

他学校・他学年の友だちと交流できます。様々な行事を提供し 
遊びや学びを通した健全育成を目的としています。 
 

子どもの行動について、みなさんが日ごろ困っていることや
悩んでいることについて、気軽に専門の相談員がお話を
聴き、それについて一緒に考えてくれます。 

 

 

相談例：学校への行きしぶりがある 
朝、起きれない 
コミュニケーションが取りづらい 等 

 

 

協力：発達障がい児を持つ親と共に歩む会「つむぐ」 

 

 
 

切

り

取

り 

連載コーナー 森岡先生と一緒に考えよう！ 

児童館でやってみたいことなど、

みんなで考えて話し合うよ。 

誰でも参加できるよ！ 

 

 
 

 
 
 

対  象：日出町在住の小学生、中学生、高校生 

利用時間：10時～12時/13時～17時(土曜日 16時半） 

休 館 日：日曜・祝日・年末年始・お盆 

 

利用案内 

ひなんくんれん 

4/17（水）15：30～15：50 
 
「児童館で地震が起きたら…？」 

突然の地震や火災に備えて 

みんなで避難の練習をするよ！ 

 

おたんじょうび会 

4/24（水）16：30～16：45 
 ４月生まれのお友達を、みんなで 

お祝いするよ！ 

 

（著者）森岡勝彦さん 

元大分大学の客員教授。現在は『日本宇宙少年団大分テクノ分団』 

分団長として地域の子どもたちにサイエンス講座を開催 
 

こどもかいぎ 

4/10（水）15：30～15：50 
 

発達に関する子育て相談会「暖暖」 

4/26（金）10：00～12：00 
 

対 象：子育て中の保護者 
相談員：田中秀征 
（大分県発達障がい者支援センターECOAL 副センター

 

主体性があるとは「自分の行動を（多くの意見を聴いて）
自分の意志、判断で責任をもって決める」こと。 

 
主体的である人は、自分の人生すべてを自分で選

択できます。環境や他人のせいにすると、その環境が
変わるまで自分の人生が変わりません。 
自分の価値基準（考え方）で環境を切り開いていく

ことで、これからの人生を切り開いていけます。 
「人の言葉や行動に左右されない」「自分の良心や自
覚、想像力で何が正しいか判断して行動する」など、
主体的であることは、簡単そうで難しいです。これら
は、日常の習慣づけで自然と身についていきます。 
心がけていきましょう。 

君たちの人生を決める「生活習慣」について 
～将来の「成功」のための生活習慣について考える

児童館を利用するには「登録」が 

必要です。 
提出先は「日出町児童館」まで！ 

 
じどうかんに来るときは、お家の人に言ってきてね！ 

ゲーム・カード・食べ物・お金は、持ってこないでね！ 

じどうかんのおやくそく 

 
☎85-8820 

日出町児童館 

（日出町社会福祉協議会） 


